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1.問題の所在
2004年現在,日本に在住するコ1)アン(「韓国籍」と「朝鮮籍」)の数は
60万7,419名に達しており(在日本大韓民国民団2006),在日外国人とし
ては最大の規模である.この在日コリアンの中でも,在留資格としては「特
別永住者」が46万1,460名で一番多い.彼らは植民地時代から日本に来て
いる在日コリアン1世やその子孫たちからなっており, 「オ-ルドカマ-」
と呼ばれている.一方, 1980年代以降, 「留学」 「仕事」などで日本に渡航
してきた在日コリアンのことを「ニューカマ-」といい,「オ-ルドカマ-」
と区別しているのが一般的な傾向である.分布地域としては大阪を含む関西
地域が在日コリアン全体の半数近くを占めており,関東地域には約30%の
コリアンが在住している.
本稿は,従来,関西地域に比べ研究が少なかった関東地域のコ1)アンにつ
いて考察するものである.具体的には,川崎市や東京都に居住している在日
コリアンに焦点を当て,行政や統計資料などからは把握することが難しい,
個々人の経験(ライフーヒストリー)を掘り下げることによって彼らの過去
と現在の暮らし,そして今後の課題を明らかにしようと試みた.もちろん,
本稿ではインタビューに多く依存する調査方法をとるがゆえに,数量的には
決して多くない事例を考察の基本とする限界を持つが,今後も同様の研究を
重ねることによって,一つ一つの事例が持つ「深さ」を在日コリアンの現状
を正しく理解するのに活用したいと考えている1).
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2.日本への移住過程
(1)移住の歴史的背景
1910年の「韓国併合」以後,日本は「土地調査事業」 (1910-1918年)と
いう名の下に植民地朝鮮の多大な土地を没収した…　そして, 「産米増殖計画」
(1920-1934年)を実施し,生産された莫大な食糧を収奪した…　この過程の
中で,朝鮮の農業社会は荒廃化し,生活基盤を失った多くの人が故郷を離れ
ることとなった…　朝鮮半島の北部の人々は主に満州へ,南部の人々は日本へ
と,生計と新しい機会を求めて渡って行った.
衰1は,植民地期間中に解体されてしまっていた農村を離れ日本と満州に
移住した人々の統計である…　特に,戦時体制に突入した1939年以降に移住
者が急激に増えていたことがこの裏からわかる.
1942年の場合,日本居住朝鮮人の約83%に値する人たちが朝鮮半島の南
那(慶尚道,全羅道)の出身者であったが,これは,穀倉地帯の農民が土地
を失い,大半が労働者として渡航したことによる結果である(樋口2002: 41
-42).
表l　朝鮮農民の主要移住先と人員(樋口2002: 23から引用)
年 代 日 本 居 住 者 満 州 居 住 者
1910 2,246 158ー 433
1920 30,149
1930 298,091 589,424
1939 961,591 1.162,127
1940 1,190,444 1,345,212
194 1,469,230 1,464,590
1942 1ー 624,054 1,540,583
1943 1,805,438
1944 1,901,409
945 2,206,541 2,163,115
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表2　強制連行労働者教(樋口2002:125から引用)
年 代 強 制 連 行 労 働 者 教
1939 53,120
1940 59,398
1941 67,098
1942 119,851
1943 128,350
1944 286,432
1945 10,622
」 :t 724,871
日本人からの冷遇や差別を受けながらも以上のように日本への渡航者は
年々増えていったが,植民地初期においては,男が単身で渡航するケ-スが
多かった.日本社会に慣れ,生活が安定すると,既婚者であれば,故郷の家
族を呼び寄せた.多くの未婚者の場合は故郷に帰り,結婚式を挙げてから配
偶者を同伴し再び日本に戻った,また,親族や故郷の知り合いを頼りに渡目
するケ-スも少なくなかった(福岡1993: 24-25).
1939年からは太平洋戦争の遂行過程において不足した労働力を補うた
め,日本は「募集」 (1939年), 「官斡旋」 (1942年), 「徴用」 (1944年)と
いう名目で多数の朝鮮人を「強制連行」したが,衰2に見るように, 1945
年までの約7年間の期間中に72万名を超える人員が朝鮮半島から連れて来
られた…　彼らは,身体の自由を拘束されながら飛行場やトンネルなどの建設
現場,炭鉱,軍需工場などで,残酷な環境の下で労働を強要された.
(2)関東地域コリアンの移住経緯の事例
今回の調査で面談に応じてくれた在日コリアンのオールドカマ-の移住動
機を見ると, 「留学Lに」 (6名), 「仕事を求めて」 (4名), 「父親,夫,兄弟
を訪ねて」 (3名)などに分けられる.一方,ニュ-カマ-の場合は「結婚」
(1名), 「留学」 (1名)が渡日の動機であった.以下,いくつかの移住経緯
を紹介したい.
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まず, 1世が留学のために渡航した事例である.
尹氏(僧職　東京都居住)の父親(僧胤1987年死亡)は1919年生ま
れで南部の慶尚道出身である.中学生の時に仏教の勉学のために京都に
留学し,龍谷大学に進学した. 1943年当時　京都で寺を借りて在日朝鮮
人留学生の面倒を見てくれていた師匠の劉禅師と出会い,以後,京都の
万寿寺を受け継いだ(2005年10月16日).
金山氏(不動産業, 1980年に帰化東京都居住)の父親(1986年死亡)
は1926年生まれで北部の威鏡道出身である.大地主の三男で,幼い頃
から病弱で,占い師から早死になるとの「宣告」を受けた.死ぬ前に好
きなことをさせたいという親の配慮で15歳に北海道に留学に来た(2005
年9月17日).
李氏(牧師,川崎市居住)は1925年生まれで南部の慶尚道出身である.
幼少期を威鏡道(北部)で過したが,巡査であった父親の職業のために,
周りから日帝(日本帝国)を手伝っているとの非難を多く受けた.
進学した中学校が閉校になり,級友50人と共に日本にきた.李氏は京
都の学校に編入した. -…・…駐在所巡査だった父親に対しては複雑な感情
があったが,隣の村で反日運動が起きた時,父親と学校の朝鮮人教師が
「あの村は意識があるね」と,対話するのを聞いてからある程度まで父
親を理解するようになったという(2005年8月1日).
次に,仕事を求めて渡航した事例である.
李氏(総聯職員2),東京都居住)の父親(1998年死亡)は1926年生ま
れで,慶尚道が故郷である. 15歳に仕事を求め従兄弟と一緒に渡航し,
九州から青森まで日本全国を回りながら日雇い労働や廃品回収などの仕
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事をした.敗戦の直前に東京都あきる野市に定着した(2005年10月11
日, 10月15日).
宋氏(博物館館長,川崎市居住)の父親は慶尚道出身で, 28歳であった
1926年に渡目した…　奈良県に居住し,工事現場でダイナマイトでの砕石
作業をしていた.宋氏の母親は濁酒を作って売った(2005年8月6日).
周氏(総聯職員,東京都居住)の父親(1967年死亡)は1918年生まれ
で故郷は慶尚道である. 1940年に渡航し,新潟で肉鼻を営んだ. 49歳
に心臓病で亡くなったが,周氏の兄が医学部で心臓分野を専攻するきっ
かけとなったという(2005年10月11日).
次は,家族を訪ねて渡航した事例である.
金氏(引退,川崎市居住)は1924年生まれで,慶尚道出身である. 1
歳に母親に先立たれ姉に育てられたが,姉が在日朝鮮人と結婚すること
になり別れるようになった.しかし,土地を日本政府に没収され生活が
困難になった父親は5歳の息子(金氏)と一緒に日本在住の娘夫婦を訪
ねて奈良県に渡った(2005年9月16日)_
李氏(川崎市居住)は1929年生まれで慶尚道出身である.結婚後日本
に渡っていた夫を訪れ1953年に釜山から下関まで密航した.小さい
船には数十名が乗っており,下関に着いてからは疑われないように着替
えもした.当時,夫は兄と一緒に川崎でサッカ1)ンを作っていたが,日
本で知り合いとなった朝鮮人女性との間に息子を儲けていた.その女性
が警察に李氏の密航事実を密告したので,裁判を受けるようになった.
渡航から10年後になって外国人登録証が発給された(2005年8月4日).
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次に,ニューカマーの事例を紹介したい.
林氏(留学の傍ら焼肉屋経営,東京都居住)は43歳で,ソウル出身で
ある.韓国の専門大学でホテル経営学を学んだ後1989年日本に留学し
た…　日本の大学と大学院で法学を専攻し,韓国の法律事務所に就職が決
まったが, IMF (通貨危機)の影響で就職が取り消されてしまった.そ
の後,日本企業(焼肉チェ-ン)に就職し, 3年間勤務した.その経験
を生かし, 2000年に自分の焼肉店を開く一方,本格的な勉虫のた釧こ,
大学院で食品栄養学を専攻している.友人の紹介で知り合った妻とは
1993年に韓国で結嬉し,日本に連れてきた(2005年10月27日).
先に述べたように,面談者の移住動機は, 「留学」 「仕事」 「家族との合流」
などで, 「強制連行」によって連れて来られた人はいなかった3).っまり,
全員が「自発的に」渡目したことになり,この点においては,「留学」 「仕事」
「結姫」などの自発的な理由と選択で渡目したニューカマーの動機と相通ず
る側面もあるといえよう…　しかし,だからといってオ-ルドカマ-たちの渡
日を,植民地支配を受けていた当時の祖国の劣悪な状況と分離して考慮する
ことはできない…　すなわち,彼らの移住を,受動的な立場からすれば,植民
地状況が作り出した構造的な「間接的な強制」の結果として見ることもでき
るし,能動的な側面を評価するなら,劣悪な状況の中での個人の「積極的な
選択」として見ることも可能であろうが,両側面共に植民支配という時代的
な状況から分離できないという点が,ニュ-カマーと区別できるといえる.
父と叔父は徴用先の九州の炭鉱で生き残るために脱走を重ね　飯場(工
事現場の合宿所)を転々とした.その間に,私が生まれた(『多摩人』
2005夏号),
私は「募集」の形で日本に引っ張られて来た　　-最初にはいわしの油
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をしぼる工場で働いていた,海でとれたいわしを長いパイプのコンベ
ヤーですくいあげ,大きな釜に入れる. ・・・-もしあやまって人間がお釜
にはまるとそのまま即死するのである.工場が労働者を余りひどく扱う
ので,これに抗議してストをやった.しかし,工場側はEl本刀で労働者
を脅かすので・-- (西東京朝鮮人強制連行真相調査団1997: 44).
現在のオ-ルドカマ-の中にも, 1世が以上のような強制連行の来歴を持
つ人がいるが,そのような人々は祖国の解放と共に多く帰国したので,現在
まで日本に残留している人々の相当数は「仕事」や「留学」のために来日し
た人々やその子孫が中心になっているといえる(福岡1993:32) 4)
3.南北の分断と在日コリアン
(1)祖国の分断-豪族の分断
朝鮮半島における南北の分断は, 1000万ともいわれる離散家族を作り出
したが,戦後(1953年に朝鮮戦争休戦) 53年が過ぎた現在までも「堅固な」
休戦ラインを境に南と北の家族離別の悲劇は依然として続けられている.そ
の間,極少数の選択された人々のみが自分たちの故郷を訪問し別れた家族と
出会えたのである.このような「家族分断」は,自分たちの生活の場である
日本に休戦ラインという物理的な空間や壁が存在しない在日コリアンの間に
も「当然ながら」存在する悲劇である.
祖国の開放直前には200万人以上にも上っていた在日コリアンの数も帰国
と共に急激に減り, 1946年には64万人程度にまで減少した5).この時期に
祖国に戻る機会を逃した人々や,一度帰国してから生計の手段がなく再び日
本に戻らざるを得なかった人々や,日本に安定した生活基盤を築いていた
人々がその後も日本に残留するようになった…　それでも初期においては日本
永住を希望する人よりいつかは祖国に戻ると思っていた人の方が多かった.
それゆえ,当時の(日本での)民族教育も帰国のための教育が中心であった.
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しかし,祖国が分断されてからは在日コリアンの立場も複雑になった.先述
のように,在日コリアンの大多数が朝鮮半島の南部出身者であったために,
彼らが政治的に「北」 (北朝鮮)を選択するということは,統一の日まで帰
郷を放棄することを意味した.もちろん北部出身者の中で政治的に「南」 (韓
国)を支持した人も支持を諦めなければ帰郷できないという点では一緒で
あった…　このような思想的な葛藤は,日本社会で多くの民族差別に嘱いでい
た在日コl)アンをさらに苦しめる試練となった…　特に,日本で同居していた
家族内で政治的に南と北に分かれた場合はより切実で直接的な苦痛が伴われ
るようになったものである.
周氏(1952年生まれ)の父親(1918年生まれ)は慶尚道出身で,長ら
く総聯の活動を支援してきた.周氏は4兄弟の末子で朝鮮高級学校と朝
鮮大学を卒業し,朝鮮大学の教員であった夫と結婚した.柿(1950年
生まれ)は朝鮮大学3年生在学中に北朝鮮に渡り,そこで結賭して暮ら
している.しかし,日本で周氏の父親と暮らしていた叔母(父親の妹,
1928年生まれ)は韓国の大学に進学し,現在はソウルで居住している.
叔母が韓国に行ってからは日本の家族とは再会できず,手紙の往来が何
回かあったぐらいで,妹思いだった周氏の父親も結局は生前に妹に再会
することはできなかった.周氏は, 10年前に日本を訪れた叔母に初め
て会った…　周氏の父親の遺骨は故郷には帰らず新潟に埋められたが, 5
年前の父親の33周期には叔母も出席した(2005年10月11日).
南北が政治的に先鋭に対立していた頃は,韓国でも家族や親族の中に総聯
側の人がいるという理由だけで多くの不利益を被っていた現実があったの
で,多くの人々が彼らとの再会を念頭にもおけなかった.
蒙氏(前総聯職員,東京都居住)は1931年に静岡で生まれた,慶尚道
出身の父親(1978年死亡)は(祖国の)解放直後帰郷したが,日本の
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植民地主義に反感を持っていた村人たちに日本から帰ったという理由で
非難され定着できず,日本に戻った.日本では総聯活動をし, 1960年
代に北朝鮮に渡った…　それでも故郷を忘れられず,娘の蓑氏に自分の遺
骨を故郷に埋めてほしいとの遺言を残したが,父親は死んでからも帰郷
はできなかった.結局,父親の遺骨は黄海道(北朝鮮)に埋められたが,
墓は故郷の方向を向く形で作られたという(武蔵野市女性史編纂委員会
2004:254-259, 2005年11月2日の周氏との面談から).
韓国の親族が,北朝鮮関連家族や親族の存在によって(政府や社会から)
従来受けてきた被害と苦痛のために,以上の事例のように生きている人のみ
ならず死者までも避けてしまうケースも発生してきたのである.
(2)民族の和解ム-ドと生活の変化
祖国分断の影響を強く受けながらも一方では生活の場が日本であるという
点で在日コリアンは,朝鮮半島の住民より状況をより客観的でしかも多面的
に見ることができる可能性を備えていると思われる.
川崎市でホテルを経営している朴氏(1956年生)の父弟(1993年死亡)
は1926年生まれで,忠清道出身である.学徒兵として徴兵され,満州
で解放を迎えた.日本軍として武装解除されたが,運良く帰郷し, 1953
年に1930年代に渡目していた父親(朴氏の祖父)を訪ねて日本へ渡航
した.川崎での土木事業で成功し,川崎総聯商工会長をも歴任したが,
韓国に在住していた母親(朴氏の祖母)の危鴬を契機に韓国籍に変えた.
--朴氏は朝鮮大学を卒業したが,現在は韓国籍で,民団の仕事もして
いる.川崎市の商工人たちは政治と思想を離れ,以前からお互いに交流
しており,現在も毎月1回合同ゴルフ大会を開催している(2005年7
月30日)…
86　　国際関係紀要　第16巻　第l号
今回の調査では,以上の事例のように在日コリアンが理念において自由で
現実的だという印象を受けた6).このような在日コリアン社会における「柔
軟性」は最近の民族の和解,韓国の国力伸籍,日韓文化交流の活発などの,
雰囲気の中で積極的に発揮されていると考えられる,
川崎市にある在日コリアンのためのNPO (非営利法人)介護施設「ア
リランの家」の理事長の金氏は長らく川崎朝鮮初級学校の校長として勤
めてきた.しかし,孫は留学のために,総聯の仕事を手伝ってきた次男
は韓国との仕事の関係で,それぞれ「韓国籍」に変更した…　--ア1)ラ
ンの家は総聯側が運営する施設ではあるが,民団系老人たちも利用して
いる(2005年8月5日).
去年9月16日にアリランの家で開かれた敬老会では参加老人によって多
くの韓国の流行歌がカラオケで歌われた,公式行事が終わってからのプライ
ベートな集まりでは,総聯の幹部たちも南北の統一を祈願しながら韓国の歌
を熱唱していた.話額が, 「韓流」になると,韓流スター「イ・ピョンホン」
のファンだと紹介する女性もいた.そして,多くの人が, NHK放映で話題
になった「宮廷女官チャングムの誓い」を韓国語で視聴していると話した.
ところで, 2002年9月17日の金正日国防委員長と小泉総理との首脳会談
で認められた「日本人位致事件」は,総聯側在日コl)アンの日本での肩身を
狭くさせている重大な事件である7).これによって朝鮮学校の生徒たちが「い
じめ」と「暴行」を受ける事件が発生し,日本の市民団体などからは国民の
自制を要請する運動も行われた.総聯鼠織の内部においても既存の事業に対
する批判が起こり,これは結果的に朝鮮学校などで政治的な色彩を減らすこ
とに繋がった…　そして,学校施設を利用し,最近の「韓流ブーム」の影響で
韓国語と韓国文化に関心を持つようになった日本人を対象に文化教室やバ
ザ-を開催する事例も増えている,これは,在日コリアン(特に総聯側の)
が従来の「重くて暗い」イメージから抜け出し,日本社会との共生を模索し
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ようとする動きとして理解できる部分であろう.
2002年9月17日以降, 「韓国籍」に変更する総聯側コリアンが増えてい
るが,総聯側コリアン社会でも以前のように「裏切り行為」として厳しく批
判することも少なくなっているという…
梁氏(主婦, 1958年生まれ)は2002年11月に韓国のパスポートを申
請し, 2004年10月にパスポ-トが発給されるまで2年も待った.父親
の故郷が北朝鮮(平安道)である関係で戸籍の処理に時間がかかったと
いう.その期間中,多くの書類を補充する煩雑な手続きが続いたが,韓
国債事館の職員たちの親切で待つことができたという.国籍を変更した
理由は,これから国際化時代を生きるであろう子どもたち(息子と娘)
の将来のためであり, 「旅行の自由」が大きな動機だった…　強く反対す
る家族もいなく,夫(建築業, 1953年生まれ)も子供たちの将来のた
めということで反対しなかったという(2005年10月28日).
2000年6月15日の南北首脳会談を契機に南北の和合が急進展することに
つれ　韓国社会においても.北朝鮮に対する関心と理解が高まってきている
那,総聯側在日コリアンにおいても,韓国を「残り半分の祖国」として受け
入れることへの抵抗感が薄くなりつつある.
4.在日コリアンの結婚の現状
(1)日本国籍者との結婚の増加
在日コl)アンの日本滞留の歴史が長くなることにつれ「在日5世」まで登
場している現在,世代間の意識の差はますます大きくなっている. 「帰化」「民
族的アイデンティティ」などの問題においても, 1世…2世と, 3世・4世と
の考えの違いが大きいけれど,結婚においてはより「急激な」変化を見せて
SM
88　　国際関係紀要　第16巻　第1号
表3　在日コリアンの年度別椿姫件数(『月刊イオ』 2005年4月号.厚生労働省2005
を根拠に作成)
年 度 コ 1}ア ン 同 士 コ リ ア ン 男 l コ リ ア ン 女 l コ リ 7 V -そ コ リ 7 ン 結 解
の 結 婚 (人 数 ) 日 本 人 女 (件 日 本 人 男 (件 の 他 の 外 国 人 者 (総 数 )
R l 教 ) (件 数 )
1965 7,362 1,128 843 38 9,731
1970 7,758 1,386 1,536 47 10▼727
1975 7,236 1,554 1,994 48 10,832
1980 6,122 1ー 651 2,458 33 10▼264
1985 4▼808 2▼525 3,622 39 10▼994
1990 4▼390 2ー721 8,940 32 16ー083
995 2,970 2,842 4コ521 49 10.382
ご蝣ooo 2,302 2,509 6,214 142 n ,167
200 2,038 2,477 6,188 146 10,849
2002 1,886 2,379 5,353 172 9,790
2003 1,848 2,235 5,318 185 9,586
2004 2,293 5,730
結姫における変化を表3から見てみよう.表3は1965年から2004年まで
の「在日コ1)アンの年度別結婚件数」を表している. 1970年までは70%を
超えていた「在日コリアン同士の結婚」の比率が1985年には半分以下にま
で落ちている.最近少々増加しているように見えるがそれでも2000年以降
は約20%水準にとどまっている. 2003年の場合,この年に結婚した在日コ
リアン9,586人中,コリアン同士の結婚者は1,848人で,全体の約19%,
日本国籍者と結婚したコリアンは7,553人で,全体の約79%に達した…　ま
た, 1970年以降は日本国籍の男性と結婚するコリアン女性の数が日本国籍
の女性と結婚するコリアン男性の数を超え　2004年現在はその比率も約2.5
倍に至っていることも大きな変化といえる,
日本国籍者の中には帰化したコリアンも含まれるのでコリアン同士の結婚
件数を正確に把担することは難しいが,在日コリアン5人の内の4人程度が
日本国籍者と結婚していることが現状である.このような現象についてはい
くつかの理由が考えられるが,在日コリアン同士の結婚を手助けしている「同
K*t杖.1;''-..'、過去;HfAに昭十三L卜翻、-埠fi LkS略i耳～ヰ」.*:--　トq
胞生活相談中央センタ-」 (後で説明)の季氏は「結婚適齢期の同胞の意識」
を大きな原因として見ている.つまり,日本の教育を受けた若者が多くな
り,日本人としての感覚が軌、ので,同胞と結婚したいという要求があまり
出てこない.また,会員の最終学歴も,日本人学校卒業が70%で,民族学
校を通って経験がない同胞が50%を超えるという.その他に,長い間,衣
日コリアンの民族的アイデンティティを配慮してこなかった日本政府の政策
もその原田の一つと考えられている(『月刊イオ』 2005年4月号:21).
今回の調査における面談老(オ-ルドカマ-)には日本国籍者との結婚が
2件あったが,以下に紹介しよう.
宋氏の息子(38歳)は妻の高橋氏とは幼馴染で自然に付き合ったケー
スである.宋氏の家族も反対していなかったが,高橋氏の家族も快く受
け入れてくれたという.そして,高橋氏は結婚式で本人の希望でチマ(ス
カ-ト)とチョゴリ(上着)を着たという(2005年8月6日),
金山氏は大学在学中,日本人の友人がアルバイトをしているレストラン
で電子オルガンを演奏していた妻の今井氏に初めて出会った.友人の紹
介で付き合い始めたが,最初から韓国人であることを告げ,今井氏も携
抗感はなかったという.金山氏の親も日本人の嫁を歓迎したが,金山氏
が結婚を申し込みに今井氏の家を訪ねると,今井氏の父親も「我々は百
済からきた僧侶の末商,これも緑」と,結婚を承諾してくれたという…
金山氏は結婚2年後に帰化したが,子どもたちにいじめを受けさせない
ためであったという(2005年9月17日).
(2)在Eコリアン同士の結婚
先に紹介した国際結婚の二つの事例は,両家の親たちも反対せず順調に結
婿が成立したケ-スであるが,このように葛藤なく解決されるケースは実は
少数である. 2002年の関西地域における在日コリアン調査(韓国文化人類
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学会2002)にも紹介されているように, 1世, 2世の結婚においては親の介
入や影響が大きかったというのが今回の調査でも一般的であった.特に,当
事者が民族学校出身者たち(主に2世と3世)の場合は,ほとんど例外なく
在日コリアン同士の結婚を行っていた.
在日2枚の李氏(1958年生まれ)は自分の5兄弟(3男2女)全員が民
族学校出身で,全員民族学校出身者の配偶者と結賭した.長男(1952
年生まれ),長女(1955年生まれ),次女(1956年生まれ)は「見合い」
婿で,次男と李氏は恋愛姫である(2005年10月11日, 10月15日).
李氏は「もしも子どもたち(現在3兄弟が民族学校在学中)が日本人と結
婚したいというと,どうするのか?」という筆者の質問に対し, 「まだわか
らない.しかし,民族(同士の)結婚をするだろう(してほしい)」と応え
ながら, 「自分の兄弟は日本人と結婚することは考えすらできなかった」と
いう.
しかし,民族同士の出会いの場が限定されている在日コリアンにとって,
いくら「同じ民族」と結婚をさせたくても,表3の統計に見るように,民族
同士の結軌まますます難しくなっていることが実情である.配偶者を求め,
「朝鮮大学の登山部のOB活動をする」人も(尹氏), 「民団青年部の活動を
する」人も(金山氏)いた.
1994年にはこのような希望者のための「同胞結婚相談所」 (総聯側機関)
が設立され,在日コリアン同士の出会いの場を提供している.現在の会員数
は1万名を越えており,今まで2,200名の結婚を斡旋したという(『月刊イオ』
2005年4月号: 20,同胞結婚相談中央センター2005).この相談所が2003
年に実施した設問調査の結果から,在日コリアンの結婚に関する考えの一端
を垣間見ることができると思うので,以下に紹介する,
2003年4月9日に実施した調査では,日本全国に住んでいる19歳から36
歳までの未婚のコリアン男性318名,コリアン女性265名の,合計583名か
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ら回答が回収された(『月刊イオ』 2005年4月号: 17).その中でなされた
主な質問とその結果は以下の通りである.
問1現在交際している人は同胞?日本人?
同胞 日本人
男 117 u
女 118 17
間2　交際相手を知り合ったきっかけは?
職 場 や
V *
友 人 兄 弟 温 探 行
サ - クJL, ア ル バ イ ト
見 合 い .
仕串 を 通 して か ら 結 婚 相 談 所
男 12 59 15 蝣I 13 1 1
女 12 51 ifl 1 9 0 1
問3　結解しようと思う相手は同胞?日本人?
必ず同胞 で きれば同胞 日本人 でも良い どち らでも艮い
男 196 82 5 30
女 167 64 9 23
問4　結婚を前提とした同胞との出会いの場が必要と思うのか?
必要だ と思 う 必要 だと思わ ない
男 265 43
tr 211 43
まず,現在交際している人は同胞が圧倒的に多い(男90%,女87%).そ
して,相手を知り合ったきっかけは学校が一番多く(男56%,女50%),そ
の次が友人や兄弟を通じてである.結婚しようと思う相手についても男女共
に同胞が圧倒的である(男89%,女88%).最後に,結婚を前提とした同胞
との出会いの場についても肯定的に思っている回答が多かった(男86%,
女83%).上記の結果だけを見ると,男女共に結婚相手として同胞を好み,
知り合いのきっかけとしては学校が多く,出会いの場の必要性を感じている
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ことと判断できる.しかし,表3でわかるように,在日コリアン社会におい
て「結婚の現実」はこのような「希望」とかけ離れているのが「実情」であ
る.
一方,民族の和合ム-ドの影響でニュ-カマ-と総聯側コリアンとの結婚
も出てきている…
鄭氏(70代,東京都居住)は東大を卒業し,朝鮮大学政経学部長や総
聯の社会科学役員を歴任するなど,総聯組織で民族教育事業に携わって
きた.朝鮮大学を卒業した長男(1964年生まれ)は2001年から韓国と
の貿易業を始めることで「韓国籍」に変更し,仕事で韓国を往来し付き
合った韓国人女性と2003年にソウルで結婚した.結婚式に参加するた
め,鄭氏夫妻は韓国政府から臨時パスポートを発給してもらった.初め
は韓国人の嫁をもらうことに反対していた妻も姑に対する妹の態度が気
に入って今は嫁を誇りに思っているという(2005年9月27日).
今回の調査で整理できた総聯側コリアンと韓国人との結婚の事例は上記の
1件だけだが,他にも3件の結婚が確認できた.このような結婚事例は,紘
聯側同胞との婚姻に対する韓国社会の認識も大分変わりつつあることを見せ
ている実例と思う…
5.死から見る在日コリアンの現実
(1)帰郷できない魂
東京都東村山市にある国平寺には在日コリアンの無縁仏400柱が保管され
ており,他にも縁故者のある在日コリアンの遺骨1,100柱が安置されて
る.国平寺は1965*」,劉禅師(1983年死亡)が祖国(朝鮮半島)の辛和(疏
一)を祈願し建てた寺である. 1940年に京都で在日コリアンの信者のため
に万寿寺を開き,同胞たちの遺骨をも守ってきた劉禅師は万寿寺を弟子に受
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け継がせてから,国平寺を建立し東京に移ってきた.今は僧侶の尹氏(劉禅
師の弟子の長男)が住職を務めている.尹住職は「祖国が統一されれば,逮
骨は祖国に帰り,寺も使命を終える」という.祖国が分断され,生きている
ときだけでなく死んでからも故国に戻れず異郷の地をさ迷っている魂を「一
時的に」見守ることが国平寺と自分の任務であると尹住職はいう…
人間が作り出した「イデオロギー」という「悲劇的な」障壁は(肉体が死
んでから)魂にまでも「38度線」を強要している.それによって, 「思想」
を異にする多くの在日1世たちがすぐにほ戻れないけれど,いつかはきっと
祖国に帰り故郷に安住することを祈願しなから,遺骨になってからも統一の
瞬間を待っているのである.
このような故郷に対する切ない思いは在日コリアンだけでなく,朝鮮半島
に暮らしている人々(「失郷民」)も保持している悲しみである…
周氏の韓国に居住している叔父(父親の妹の夫)は威鏡道(北朝鮮)出
身である.北にいる親族の安否は周氏を経由し(周氏の北にいる姉を通
じて)確認できたが,本人が故郷を訪れることはできなかった,彼は病
院で,故郷に向かってお辞儀をしてから他界したという(2005年10月
11日).
(2)帰国する遺骨,永住する遺骨
在日1世の中にも, 「思想的」にも南を支持する朝鮮半島南部出身の人々
や,北を支持する北部出身の人々は故人の遺志通り「幸いにも」故郷に埋め
られたケースも少なくない.済州島出身の人々の間では,経済的には大きな
負担になるが,故人の遺体を故郷に運搬し埋葬する「セソジャン」 (生葬)
まで行うケ-スもある(李1999).しかし,日本で火葬してから遺骨を故郷
に埋めることが一般的である.そして,場合によっては,故郷が南であるが
北に埋められた人(先に紹介した妻氏の父親)ち,北の出身であるが南に埋
められた人(金山氏の父親)もいる,
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威鏡道(北朝鮮)出身の金氏(金山氏の父親)は遺骨が本人の願い通り
故郷には帰れなかったが, (南に避難してきた)親戚が多く住んでいる
ソウル付近に埋められた(2005年9月17日).
遺骨になっても帰郷の日を待っている在日1世が多い中,日本の地に埋め
られるコリアンも多くなっている.自分の子孫たちが永住を前提に日本で暮
らしている現実を受け入れ始めたのである.日本で生まれ育った2世,3世,
4世の場合は, 1世たちとは違って「(祖先たちの)故郷」へ戻ろうとする望
みが弱いことがその原因であるといえる.しかし一方では,日本で埋められ
ても自分の民族的ルーツや痕跡を墓石や墓碑を通して残そうとする動きも起
きている.以下では,その事例を一つ紹介したい,
国平寺から遠くない「小平ふれあいパーク」という墓地には,少数ではあ
るものの在日コリアンたちの墓がある.その墓の中には,ノ、ングルで「カゾ
ク」 (韓国語でも家族の意味)と刻んでいる墓石がある.
「カゾク」の墓には梁燦乙氏の遺骨が安置されている.梁燦乙氏(平安
道出身)が死亡すると,妻の金氏は量の面倒を見る息子がいないことで
夫の墓を建てることが心配になった,その時,鱈の李氏(長女の夫)那
自分で世話をすると申し出,墓を建立した.墓石に刻む名前としては,
「染」 「金」 「李」のすべての名字ではなく「カブク」にしようとする長
女の梁氏の意見が受け入れられた. 「カブクはいつも一緒」という考え
だったという(『月刊イオ』 2001年8月号: 63-64, 2005年10月28日
の面談から).
国平寺でも, 1985年東京都東松山市に在日同胞墓地を建立した.この墓
地がこれからも「遺骨の日本永住」を既定事実化する機能を果たすことは当
然であろう,しかし,そうでなくとも一般の墓地に埋められる(永住する)
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在日コリアンの遺骨はますます増える一方である.このような,在日コリア
ンがおかれている現状を認識し,それをサボ-トしていく体制が必要となっ
てきていると思う,植民地支配や南北分断の犠牲者として取り残されている
在日コリアンの子孫たちがマイノリティとしての民族的アイデンティティを
保持しながらも同時に日本社会の一員として共生できる時代を迎えること,
また,実質的な戦後処理のためにも国平寺に保管されている「無縁仏」を初
め,日本各地に埋められ,忘れられている「強制連行者」の遺骨をいち早く
把超し,死者のための適切な居場所に帰すことは,日本と韓国の両政府や両
国民に残された今後の課題であると思われる.
【注】
1)なお,本稿で扱っている資料は, 2005年7月27日～8月8日まで,韓国文化
人横学会の「日本関東地域斡人同胞の生活文化調査団」 (代表者:文王杓教授)
のメンバーとして川崎で行った調査研究と, 2005年9月～12月まで,東京都
在住コリアンを中心に行った個人的な調査研究の成果を基にしていることを
断っておきたい.
2) 「総聯」とは「在日本朝鮮人総聯合会」のことで,政治的には朝鮮民主主義共
和国(以下,北朝鮮)を支持している魁織である…　一方,大韓民国(以T,韓
国)を支持している在日コリアンの組織は「在日本大韓民国民団」であり,「民
El]」とも呼ばれている.
3)面談者が在日2世の場合は, 1世の移住来歴を意味する.
4)これは筆者の調査過程の中でも体感できた「事実」である.
5) 1945年と1946年の統計には異説が多いが,ここでは1945年2,206,541人(樋
口2002: 23)と1946年647,006人(糞徽2002: 735)を参考にした,
6)筆者が1993年から2年間奨学金の支援を受けた「朝鮮奨学会」も, 1957年に「思
想,理念を超越し,在日同胞が一致団結」して再建しながら民団側3名,総研
側3名,日本人学者3名による理事会を構成し, 「韓国籍」や「朝鮮籍」に関
係なく在日コリアンの子弟を支援している.
7)総聯側在日コリアンの間では,アメリカの「9.11衝撃」に比肩される「9…17衝
撃」ともいわれている.
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A Study of Past and Now of Koreans in Kanto, Japan:
focusing on migration, marriage, and death
Kim Byungchul
In 2004, there were 607,419 Koreans in Japan… As fore:血residents in Japan, Koreans
are the maximum scale… Many of them are people who came to Japan during colonial
times and their descendants. They are distinguished from `new comers , who have come
to Japan in recent years for study, work, marriage, etc., and are called `old comers'… The `old
comers'are about 76% of the entire Korean population in Japan. The Kansai area includ-
ing Osaka has about half of all the Koreans in Japan. And another 30% live in Kanto area.
This paper considers the Koreans in the Kanto area. It will also focus on Koreans that
reside in Kawasaki City and Tokyo. I plan to look into the individual's experience and hie
history that is di:抗cult to grasp from the administrative and statistical material. According
to this, their past, present living, and problems in the future will be clarified,…
